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陳茂波（ポール・チャン）財政長官は2月28日、香港特別
行政区政府の2024～25年度予算案を発表し、自信を強化す
るとともに、回復に向けた有利な条件を作り出すことを目指
す一連の施策を打ち出しました。これらの施策には、引き続
き全方位的に企業、資本、人材の誘致を図ることや、中小企
業への支援提供が含まれます。

陳長官は、より多くのメガイベントやさまざまなテーマを掲
げた国際会議の開催を通じて、香港をビジネスと観光の一流
デスティネーションとして確立すると強調しました。その一環
として、花火やドローンショーを毎月開催するとともに、光
と音のショー「シンフォニー・オブ・ライツ」をリニューア
ルして、ビクトリアハーバーを観光資源として有効活用する

としています。
予算案は引き続きグリーンな発展とデジタル経済に重点を

置いており、産業を質の高い発展へと導く措置が盛り込まれ
ています。イノベーションとテクノロジー、金融といった分
野の発展を推進するほか、国境を越えたサプライチェーンマ
ネジメントセンターとして香港を位置づけ、中国本土企業の
世界市場への進出を後押しすることを提案しました。

また、知的財産取引や法律・紛争解決サービスの分野で香
港の地位を強化する施策に加え、文化の振興を促す具体策も
発表されています。

2024～25年度政府予算案の概要は、6～7ページをご覧く
ださい。

陳茂波財政長官が2024～25年度予算案を発表
本格的な経済回復に向けた諸施策が明らかに。観光開発の強化やメガイベント開催で香港ブランドを構築

記者会見での陳茂波（ポール・チャン）財政長官（写真・中央右）。許正宇（クリストファー・ホイ）金融財務長官（中央左）、
朱曼鈴（キャシー・チュー）金融財務（財務）事務次官（右端）、梁永勝（アドルフ・リョン）政府経済顧問（左端）も出席
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1月26日、香港特別行政区政府はメガイベント経済を後
押しし、国際都市としての香港の地位を確固たるものにすべく、
より積極的に関与していく方針を発表しました。

中でも香港政府観光局は、既存のネットワークを活用す
るとともに、香港貿易発展局や政府が各地に置く経済貿易
代表部と協力し、香港で開催可能なメガイベントを特定します。
また、すでに開催が予定されているメガイベントについては、
その付加価値を高めるため、香港ならではの要素を交えた
追加アクティビティの提供について政府の関連部局や関係
団体がイベント主催者と協議を行うことになりました。

一方、政府は省庁間の調整グループを設け、イベント主
催者が省庁横断的なサポートを十分に受けられるようにす
ると同時に、香港においてメガイベントを支援、促進する
文化を醸成することを目指します。

香港特別行政区政府と香港貿易発展局が共
催する第17回アジア金融フォーラムが、1月
24日と25日に香港で開催されました。
「共通の未来に向けた多国間協力」をテー

マとした今年のフォーラムには、40以上の国
と地域から3,000人を超える金融当局者、中
央銀行や規制当局の代表者、国際金融機関や
多国間組織の幹部、金融・ビジネス界のリー
ダーに一流のエコノミストが集結。中国本土
のビジネスチャンス、投資の見通し、グリー
ンファイナンス、フィンテック、ファミリー
オフィスのエコシステム、人民元の国際化、
大湾区開発など、注目のトピックに焦点を当て、
香港の国際金融センターとしての多様な強み
を反映する内容となりました。

政府はメガイベント経済の促進を打ち出し
芸術文化やスポーツのイベントに各種ビジネス展示会など、今年上半期に80以上のメガイベントを予定

第17回アジア金融フォーラムを開催
持続可能な経済発展戦略と多国間協力の機会を探るフォーラムに、世界の金融界から幹部が参加

1月24日、最初の全体会議「共有の未来に向けた道筋を描く」で議長を務める許正宇（クリストファー・ホイ）
金融財務長官（写真・左端）

フィンテック分野のスタートアップ企業を紹介するイベントやビジネスマッチングも開催され、参加者がつながり、コラボレーションの機会を探る場を提供

香港ではメガイベントが続々とラインナップ。写真は2月10日、旧正月の元日に行われた 
「キャセイ旧正月インターナショナル・ナイト・パレード」
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昨年12月に発表された「香港外に親会社を有する在香港企
業に関する年次調査」の結果によると、日本企業は香港で事
業を営む外国企業のうち、引き続き国別で最大のグループで
あり、その数は1,400社以上、比率は15.5％と微増しています。

親会社が海外または中国本土にある在香港企業の数は、
2023年時点で9,039社に上り、コロナ前の高水準にまで回
復しました。親会社の所在地別では、中国本土が2,177社で
1位、次いで日本が1,403社で2位につけ、3位以下は米国

（1,273社）、英国（641社）、シンガポール（477社）という
結果でした。

また、「2023年スタートアップ調査」によれば、香港のス
タートアップ企業は成長を続けており、その数は過去最高の
4,257社に達しました。これは、スタートアップ創業者から
見た香港の魅力を物語るものです。これら企業の従業員数は
合計16,453人で、昨年の数字より10％増加。事業分野は金
融技術、電子商取引、サプライチェーン・マネジメント、物
流技術など、多岐にわたります。

商務経済発展省の報道官は「これらの調査結果は、香港の
良好なビジネス環境と、香港があらゆる規模の企業にとって
理想的な進出先であることを十分に証明するものだと言える。
香港政府は企業および投資の誘致を非常に重視している」と
述べています。

香港は企業の拠点設立・事業拡大に理想的
香港で事業を営む域外資本企業の数はコロナ前の水準に回復。日本企業は国別で引き続き最多

JINSが香港をグローバル展開の戦略的拠点に位置付け世界に向けてブランドを発信

株式会社ジンズホールディングスは、東京でデザインした高品質な
メガネを手頃な価格で提供する日本のアイウェアブランドです。JINSは、
2018年に香港の人気ショッピングモールapmに1号店をオープンし
て以来、わずか5年で域内の一等地に9店舗を出店し、中国本土にも
店舗展開をしています。同社常務執行役員（中国・中国香港事業所管）
宇部真記氏によると、香港の所得・消費水準はアジアの他の都市に比
べて高く、小売市場が洗練され、小規模店舗でも大きな利益を上げら
れると言います。また「香港はアジアの経済拠点として様々な人種の
方が生活しており、海外に向けてJINSブランドを発信するという意味
でも店舗を持つ価値は高く、グローバル展開に向けた理想的なゲート
ウェイかつ戦略的拠点である」と同氏は述べます。今後、JINSは香港
の店舗数を3年以内に倍増させることを目指しています。

香港特別行政区政府は人材プールのさらなる充実と、より
多くの新規資本の香港への誘致を目的とする「新・資本投資
者入境計画」を立ち上げ、3月1日から申請の受付を開始しま
した。同計画の詳細は、昨年12月に発表されています。

申請者は申し込みに先立つ2年間を通じて、絶対的な受益
権を有する3,000万香港ドル以上の純資産を保有しているこ
とを証明し、承認された投資資産に最低3,000万香港ドルを

投資する必要があります。審査を通過した申請者は、配偶者
および18歳未満の未婚の子供を含む扶養家族を香港に呼び寄
せることができます。また、通常2年間の滞在許可が与えられ、
滞在延長の申請も可能です。

詳しくは、下記「新・資本投資者入境計画」のウェブサイ
トでご確認ください。
www.newcies.gov.hk

「新・資本投資者入境計画」申請受付を開始

株式会社ジンズホールディングス 常務執行役員（中国・中国香港事
業所管）宇部真記氏
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欧慧心首席代表が九州と高知を訪問
欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表は2月に大分県、福岡県、佐賀県、高知県を訪問しました。福岡では九州日本

香港協会、高知では高知日本香港協会が、それぞれ香港貿易発展局との共催で実施した春節セミナーでスピーチしたほか、
各県の政財界幹部らと意見を交換しました。

香港経済貿易代表部は「香港春節レセプ
ション」を2月21日に都内で開催し、日本
の政財界、学界、メディア、地域団体など、
各界から集まった約450名の招待客と共に
辰年の新年を祝いました。

欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表は
挨拶で、香港と日本はさまざまな面で強い
絆とつながりを築いてきたと述べ、具体例
の1つに香港が2023年も引き続き日本の
農林水産物の輸出先として第2位であった
ことを挙げています。

また、香港から日本を訪れた人の数は昨
年1年間で210万人を超えており、人口約
700万人の香港が第4位の訪日観光市場と
なっていると指摘。「現在、香港の航空会社
4社と日本の航空会社3社が、日本の12空
港と香港の間で週に計約400便のフライト
を運航しています。このアクセスの向上に
より、ビジネスのみならず、レジャーや文
化交流の機会が広がることでしょう」と期
待を示しました。

今回の春節レセプションは香港経済貿易
代表部が主催し、インベスト香港、香港貿
易発展局、香港政府観光局の後援で行われ
ました。

東京で「香港春節レセプション」を開催
大勢の出席者と共に辰年の旧正月を盛大に祝賀。欧慧心首席代表は挨拶で香港と日本の緊密な関係を紹介

山口祥義 佐賀県知事と佐藤樹一郎 大分県知事（写真・右）を訪問

濵田省司 高知県知事（写真・中央）を訪問。香港貿易
発展局の游紹斌（ベンジャミン・ヤウ）日本首席代表（左）
も同席

春節レセプションで乾杯する欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表（写真・中央）。他の登壇者は左から、香港政府観
光局の堀和典日本局長、香港貿易発展局の游紹斌（ベンジャミン・ヤウ）日本首席代表、公明党の山口那津男代表、
呉江浩駐日中国大使、日本香港友好議員連盟の自見はなこ事務局長、香港経済貿易代表部企業・人材誘致専門
室 兼 投資推進室の橋場清子室長

会場を沸かせたライオンダンス 会場にはネオン輝く香港の街角を模した写真撮影コーナーも
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ハーバーの両岸を彩る「Art@Harbour 2024」
香港特別行政区政府は、日本発の国際アート

集団・チームラボや香港のアーティストなどと
協力し、3月25日から6月2日までビクトリア
ハーバーの両岸を舞台に、大規模な屋外アート
プロジェクト「Art@Harbour 2024」を開催し
ています。

チームラボによるインスタレーション『チー
ムラボ：コンティニュアス』は、添馬公園と中
西区海浜プロムナード（セントラル区間）で展
示中です。ハーバーフロントでは、他にも複数
の屋外アート作品を鑑賞することができます。

詳細は下記でご覧いただけます
https://www.museums.gov.hk/en/web/
portal/artatharbour.html

3月1日から10日まで開催された第19回大阪アジアン映
画祭で、香港の映画産業の活気を日本の映画ファンに紹介す
る特集企画「Special Focus on Hong Kong」が組まれ、7
本の香港映画が上映されました。毎年恒例となったこの企画
ですが、今年は香港経済貿易代表部に加え、創意香港と電影
発展基金の協力の下での実施となりました。

3月5日には「HONG KONG GALA SCREENING」が大
阪・ABCホールで行われ、今年の大阪アジアン映画祭のスペ
シャル・オープニング作品にも選ばれた香港映画『盗月者』

が上映されました。
これに先立って開かれたレセプションでの挨拶で、欧慧心（ウ

ィンサム・アウ）首席代表は、大阪アジアン映画祭との協力
は今年で13年連続となり、これまで多種多様な香港映画作品
を紹介してきたと述べました。また、映画業界からの出席者
に向けて「香港・欧州・アジア映画合作助成計画」にも言及。
この新しい制度は、香港の映画製作者とアジア・欧州の映画
製作者が共同で製作する映画プロジェクトに助成金を出すも
ので、今年の第2四半期に募集を開始する予定です。

大阪アジアン映画祭で多様な香港映画を紹介
特集企画で世界初上映の作品を含む7本を上映。映画祭のスペシャル・オープニングも香港映画

香港のスカイラインに映える『チームラボ：コンティニュアス』

上映前の舞台挨拶に登壇した欧慧心（ウィンサム・アウ）首席代表（写真・右端）、大阪映
像文化振興事業実行委員会の上倉庸敬委員長（左端）と映画祭に参加した香港の映画人

「HONG KONG GALA SCREENING」の上映後トークイベントで作品について語る『盗
月者』のユエン・キムワイ監督（写真・中央）と俳優の田邊和也氏（右）
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コロナ前の規模で開催された香港マラソン
「スタンダード・チャータード香港マラソン」が1月21日、コロナ前の規模で開催され、約74,000人のランナーが参加しました。
フルマラソンでは、ケニアのアンダーソン・セロイ選手が2時間12分50秒でゴールし優勝。女子はエチオピアのメディナ・
アルミノ選手が、2時間28分47秒のタイムで優勝しました。

香港経済貿易代表部（中華人民共和国 香港特別行政区政府 駐東京経済貿易代表部）
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